


プロジェクト研究紹介
プロジェクトⅠ

「小学校現場における図画工作科教科書教材活用のあり方の研究」
学習指導要領の目標と内容を実現する題材及び授業とはどのようなも
のかを具現化する教科書教材を基にした現場レベルでの研究開発，授
業実践，及びその検証を行う。
　　　研究代表者　西尾　正寛（教育学部 教授）
　　　研究分担者　永井　麻希子（橿原市立鴨公小学校 教諭）
　　　　　　　　　岡本　卓也（御所市立掖上小学校 教諭）
　　　　　　　　　西川　知惠巳（大和高田市立陵西小学校 校長）

プロジェクトⅡ
「初等中等教育の情報化および情報科教育の実践開発研究」
初等中等教育における教育の情報化の急速な発展を見通し，技術の進
歩と教育現場のニーズが乖離しないよう，実践を蓄積するとともに，
教員の授業スキルの向上策を具体化する。
　　　研究代表者　西端　律子（教育学部 教授）
　　　研究分担者　竹中　章勝（畿央大学現代教育研究所）

プロジェクトⅢ
「CEAS/Sakai を媒介とした教師、学習者、学習教材の相互関
係づくりを目指した英語授業創造のための実証的研究」
ICT 機器の導入により，英語教育の質向上を目指すとともに，教授者，
学習者双方が相互的に交流できる場を教室外で提供，自らの考えを英
語で発信する学習者を創造する。
　　　研究究代表者　深田　將揮（教育学部 講師）  　　　　
　　　共同研究者　　古川　元庸（河内長野市立東中学校 指導教諭）
　　　　　　　　　　Randy Muth（教育学部 准教授）

プロジェクトⅣ
「教員養成大学・学部における地域貢献の取り組みに関する事例
研究」
日本の教員養成系大学・学部における様々な地域貢献の取り組みを収
集・比較分析し，その現状と課題より研究所地域貢献部会の取り組み
の可能性を探る。
　　　研究代表者   宮村　裕子（教育学部 講師）
　　　研究分担者　古川　恵美（教育学部 准教授）
　　　　　　　　　石川　裕之（教育学部 准教授）　　　　　　　　　　

プロジェクトⅤ
「ダイバーシティ教育開発の基礎的研究」
ダイバーシティとは，文化，人種，国籍，ジェンダー，障害，宗教，
政治的信条などのそれぞれが多様であることを意味する。学校教育が
インクルーシブ教育を推進していくため，一人一人の子供の個性を尊
重し，多様性を受け入れ，互いに尊重し合うというダイバーシティ教
育の理念が学校現場に受け入れられ，承認されるよう，学校における

「ダイバーシティ教育」に関するプログラム ( それを実施する教員の研
修プログラムも含む ) 開発とその効果検証を行う。
　　　研究代表者　渡邉　健治（教育学部 教授）
　　　研究分担者　小野　尚香（教育学部 教授）
　　　　　　　　　岡本　啓子（教育学部 教授）
　　　　　　　　　大久保　賢一（教育学部 准教授）
　　　　　　　　　古川　恵美（教育学部 准教授）
　　　　　　　　　石川　裕之（教育学部 准教授）
　　　　　　　　　細越　寛樹（教育学部 准教授）

プロジェクトⅥ
「小中連携を視野に入れた英語 Can-Do List の作成」
小学校における英語教育充実の一方，中学校英語科と小学校英語活動
の連携が課題となりつつある。中学校の各学年・学期ごとの明確な 
Can-Do List（到達目標）を作成・活用し，さらに小学校英語活動に
おける Can-Do List を作成・活用し，中学校での英語学習との接続を
図る。
　　　研究代表者　竹下　幸男（教育学部 准教授）　
　　　研究分担者　出井　義雄（香芝市立香芝北中学校 教諭）
　　　　　　　　　Randy Muth（教育学部 准教授）
　　　　　　　　　深田　將揮（教育学部 講師）  

※　プロジェクトⅠ〜Ⅳは，最終報告，プロジェクトⅤ，Ⅵは，研究初年度の中間報告になります。
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